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＜２学期終業式講話＞

２学期は、夏の暑さが残っている中で始まり、冬の寒

さの中で終わるという大きな変化がある学期です。季節

が大きく変わったように、みんなの様子も授業や行事を

通してきっと大きく変わったことだと思います。

ところで、２学期の始業式で「いろいろな力を伸ばしていくために大切なこ

と」という話をしました。それは何だったでしょうか。覚えていますか？ヒン

トは、１学期の「聞く」から少しパワーアップしたものでした。そうですね、『聞

き合い』です。２学期の授業で、また行事の準備や練習をするときなどで、し

っかりと『聞き合い』ができましたか？この『聞き合い』は

一人ではできません。「聞く」であれば、テレビ相手に一人だ

けでもできます。しかし、『聞き合う』ためには、必ず他の人

が必要です。そこでは、相手や周りの人のことも考える必要

があります。思いやりをもち、よく考えて『聞き合う』こと

により、周りと協力して自分の力をぐんぐん伸ばしていくこ

とができます。２学期にこの『聞き合い』がしっかり

できた人は、季節が大きく変わったように自分も大き

く変わっているはずです。これからも周り人と協力し

てしっかり発表し合い、しっかり聞き合って、いろい

ろな力をどんどん伸ばしていってください。

よい年末・年始を

冬休み中は、クリスマス、年末年始と１年の中で家族で過ご

す機会が一番多い時期です。３学期には、昨年に引き続きカル

タ大会を行います。「いろはカルタ」「ことわざカルタ」「百人

一首」など学年に応じて取り組んでいきます。

また、１年生はこまやけん玉などの「昔遊び」にも挑戦します。

この機会に、機械を相手に遊ぶばかりでなく、家族の団らんの

ひとつとして取り組んでいただけたらと思います。

また、年末の大掃除、新年のおせち料理やお雑煮などの日本

の伝統文化を活かし、楽しく有意義な冬休

みにしてください。

今年の冬は、これまで暖冬が続き、体が

寒さに慣れていません。インフルエンザ等にくれぐれも注

意して、良い年をお迎えください。


